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み
な
さ
ん
は
土

帝

君
と
い
う
神
様
が
い
る
の

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
土
帝
君
は
中
国
大
陸

か
ら
伝
え
ら
れ
、
部
落
の
守
り
神
・
農
業
の
神
・

航
海
安
全
の
神
と
し
て
、
沖
縄
の
多
く
の
地
域

で
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
宜
野
湾
市
で
は
、
宜
野

湾
と
大
謝
名
の
２
地
域
に
土
帝
君
の
祠
が
あ
り
、

現
在
で
も
毎
年
、
土
帝
君
の
誕
生
日
と
さ
れ
る

旧
暦
２
月
２
日
に
、
祠
の
前
で
例
祭
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
宜
野
湾
の
土
帝
君
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　
宜
野
湾
の
土
帝
君
の
祠
に
は
、
土
帝
君
像
と
土

帝
君
婦
人
像
の
２
体
の
神
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
像
は
、
台
湾
よ
り
勧
請
（
神
仏
を
迎
え

て
祀
る
こ
と
）
し
、
１
９
８
４
（
昭
和
59

）
年
３

月
４
日
（
旧
暦
２
月
２
日
）
に
遷
座
（
神
仏
を
う

つ
す
こ
と
）
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
３

（
平
成
25

）
年
６
月
16

日
に
は
、
宜
野
湾
公
民
館

の
裏
手
に
設
け
ら
れ
た
土
帝
君
広
場
に
あ
る
修

復
さ
れ
た
祠
で
、
土
帝
君
遷
座
祭
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
宜
野
湾
の
土
帝
君
例
祭
は
戦
前
か
ら

行
な
わ
れ
て
き
た
年
中
祭
祀
で
あ
り
、
将
来
に

残
す
べ
き
文
化
財
と
さ
れ
、
２
０
１
４
（
平
成

26

）
年
８
月
25

日
付
で
、
市
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
３
月
21

日（
土
）の
春
分
の
日
が
旧
暦

２
月
２
日
に
あ
た
り
、
そ
の
日
に
は
土
帝
君
例
祭

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
土
帝
君
広
場
に
は
、
土
帝
君
の
由
来
な
ど
が

書
か
れ
て
い
る
解
説
板
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
土
帝
君
例
祭
の
日
以
外
で
も
、
土
帝
君
を

拝
む
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
の
で
、
一
度
足
を

運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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▲土帝君遷座祭の様子 ▲土帝君像(左)と土帝君婦人像(右)

※写真：宜野湾の土帝君遷座祭
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は
じ
め
に　

普
天
間

飛
行
場
の
北
東
側
、
宜

野
湾
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
裏
手
の
緑
地
帯
、
字

赤
道
に
所
在
す
る
谷

間
は
シ
キ
ロ
ー
と
呼

ば
れ
小
川
が
流
れ
て

い
ま
す
。
市
教
育
委
員

会
が
こ
の
一
帯
の
表

面
踏
査
を
実
施
し
た
際
、
戦
前
・
沖
縄
戦
ま
で
の

墓
地
・
畑
・
道
の
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
普
天
間
飛
行
場
内
で
初
め
て
確

認
さ
れ
た
印
部
土
手
と
印
部
石
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

印
部
土
手
と
印
部
石　

琉
球
王
府
が
一
七
三
五

か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
行
っ
た
土
地
測
量
の
際
、

基
準
と
な
る
地
点
に
石
灰
岩
を
巡
ら
し
た
「
土

手
」
と
「
印
部
石
」
と
呼
ば
れ
る
石
碑
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
碑
に
は
、
土
手
が
所
在
す
る
原
名
と
、
順

序
を
示
す
記
号
と
し
て
、
平
仮
名
や
、
カ
タ
カ
ナ

な
ど
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
曽
け
ろ
」
銘
の
印
部
土
手　

宜
野
湾
市
内
で
印

部
石
は
二
〇
個
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

元
々
の
場
所
か
ら
移
動
さ
れ
ず
に
印
部
土
手
と

共
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
市
指
定

史
跡
で
あ
る
伊
佐
「
た
け
た
う
原
」
銘
の
印
部
土

手
の
み
で
し
た
。
今
回
確
認
さ
れ
た
印
部
土
手

は
、
楕
円
形
で
周
囲
は
崩
落
を
防
ぐ
石
灰
石
で

囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
傾
き
下
部
が
確
認
で
き
ま

せ
ん
が
、
土
手
に
は
石
灰
岩
製
の
印
部
石
が
設

置
さ
れ
中
央
に
は
「
う
」
、
そ
の
右
側
に
は
「
曽
け

ろ
」（
「
曽
」
は
崩
し
文
字
で
平
仮
名
の
「
そ
」
に
似

て
い
ま
す
）
と
彫
ら
れ
て
、
現
在
の
小
字
「
総
喜

路
原
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

お
わ
り
に　

琉
球
王
府
が
印
部
土
手
を
基
準
と

し
作
成
し
た
地
図
は
、
現
在
の
地
図
と
比
較
し

て
も
遜
色
な
い
精
度
で
あ
り
、
近
代
的
な
測
量

が
日
本
本
土
よ
り
も
早
い
時
期
に
琉
球
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
確
認
さ
れ
た
印
部
土
手
は
、

当
時
の
測
量
技
術
の
高
さ
を
、
印
部
石
に
彫
ら

れ
た
文
字
は
当
時
の
地
名
を
今
に
伝
え
る
重
要

な
文
化
財
で
す
。
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印部土手と印部石（遠景）

印部土手と印部石（近景）

印部石（近景）
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